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大浦沖・諫早湾口の潮目大浦沖・諫早湾口の潮目
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B6

海域による表層懸濁物量の差異 (2004.6.1-11.11)

•諌早湾湾口北側 (B4)の6月は 表層の懸濁物濃度が高い (他の地点の10倍に達する)．
•それ以外の期間でもやや高い濃度を示す．
→浮遊懸濁物の供給源に近いことを示唆している．




